
Qo
寓

O

と

じ
て
保
存
し
て
下
さ
い

○

（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）昭和36年5月15日（月曜日）

温薗
脳
謬

須

定価一部5円　発行　毎月15日　発行所　十日町市役所昭和36年5月15日（月曜日）

ちまカ、おと報市第55・号

煕欄撚輔灘

人口43，552

　男20，657

　女22，875

世帯数7，690

軽自動車税
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▽
愛
鳥
週
間
（
十
日
か
ら
十
六

日
ま
で
）

▽
春
の
全
国
変
通
安
全
運
動

（
十
一
日
か
ら
二
十
臼
ま
癒
）

▽
国
際
善
意
デ
ー
（
十
八
日
）

▽
東
京
港
開
港
2
0
周
年
記
念
出

（
一
一
＋
目
）

▽
国
民
体
育
デ
ー
（
二
十
一
目
）

▽
第
八
回
日
本
体
繰
祭
（
二
十

　
一
日
）

▽
売
春
防
止
法
制
度
五
周
年

（
一
一
＋
四
日
）

一1＿

　 　　し　ロ　 　　ぴ　　 　
ヒ

日町小学校1

o

写真は第一期完成の十日町小学校

五
、
占
ハ
年
生

が

も
れ
な
く
検
診
を

　
　
　
早
期
発
見
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
今
年
も
反
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
が
始

ま
り
ま
し
た
．
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
ま
た
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
も
一
八
残
ら
す
検
診
を
受
け
ま
し

よ
う
．

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
お
そ
ろ
し
い

結
核
を
早
期
に
発
見
し
て
く
れ
ま

す
。
結
核
の
お
そ
ろ
し
さ
は
い
ま
さ

ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
症
状
が
進
む
と
治
療
が
長
び

き
ま
す
。
結
核
は
軽
い
う
ち
は
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
ご
さ
い
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
と
き
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
早

ぐ
発
見
し
、
わ
す
か
数
ヵ
月
で
完
全

に
治
り
ま
す
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
暖
け
な
い
で
重
症

に
な
る
よ
り
早
期
発
見
で
早
く
治
す

こ
と
が
大
切
で
す
．
こ
の
た
め
一
人

残
ら
す
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
ま

し
よ
う
．

　
日
時
、
場
所
は
個
へ
通
矧
書
に
記

載
し
て
あ
り
ま
し
て
、
各
女
市
政
事

務
嘱
託
員
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
配
布

さ
れ
て
あ
り
ま
す
．

　
尚
、
検
珍
料
は
無
料
で
す
。

　
春
の
大
清
掃
を

　
春
の
大
清
掃
は
夏
へ
の
伝
染
病
予

防
の
第
一
段
階
廼
す
。
明
る
い
町
づ

く
り
は
ま
う
環
境
衛
生
の
完
備
で

す
。
五
月
は
お
天
気
の
よ
い
日
が
続

き
ま
す
の
で
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
塚

の
中
の
犬
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
税
法
改
正

一
、
今
ま
で
非
課
税
と
さ
れ
て
い
た

た
三
公
社
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　
の
う
ち
、
事
業
の
用
に
供
す
る
も

　のに

対
し
て
軽
自
動
車
税
を
課
す

る
こ
と
に
し
り
ま
し
た
。

二
、
軽
目
車
に
対
す
る
税
率
は
一
律

に
一
五
〇
〇
円
と
定
め
ら
れ
て
い

　た

が
、
税
法
改
正
に
よ
り
次
の
よ

　
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
輪
の
も
の
ー
1
一
五
〇
〇
円

　
市
に
お
い
て
は
二
、
五
割
の
雪

　
害
控
際
に
よ
り
＝
二
〇
円

の
ー
二
〇
〇
〇
円

　
市
に
お
い
て
は
　
二
、
五
割
の

　
婁
口
控
際
に
よ
り
一
五
〇
〇
円

　
四
輪
（
乗
用
）
の
も
の
ー
三
〇

〇
〇
円

　
市
に
お
い
て
は
二
、
五
割
の
．
雪

　
害
控
際
に
よ
り
二
二
五
〇
円

　
四
輸
（
貨
物
用
）
の
も
の
」
4
二

五
〇
〇
円

　
而
に
お
い
て
婁
「
五
割
の
雪

　
害
控
際
に
よ
り
一
八
七
〇
円
。

當
の
記
念
日

　
　
（
鞠
鴨
雌
嘱
厚
箸
）

　
歯
の
い
い
’
家
の

雛

撮記
影念

富
》竃

』

器

さ
あ

み
ん
殊
感

天
蒸
く
わ
疹

　
っ
て
、

新
校
舎
で
勉
強

　
　
　
　
　
第
闘
期
工
事
完
成

　
昨
年
八
月
以
来
工
事
甲
の
十
日
町

小
単
校
新
築
丁
事
は
こ
の
ほ
ど
第
一

期
工
事
を
完
成
し
、
去
る
八
日
か
ら

高
学
年
の
五
年
生
と
六
年
生
の
十
一

学
級
が
新
校
舎
に
移
り
勉
強
を
始
め

て
お
り
ま
す
。

　
δ
承
知
の
よ
う
に
十
日
町
小
学
校

新
築
工
事
は
三
ヵ
年
計
画
に
よ
り
、

総
工
費
一
億
三
千
万
円
の
大
工
事
で

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
ご

援
助
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
予
定

ど
お
り
第
一
期
工
事
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
第
一
期
工
事
は
主

体
工
事
三
千
百
九
十
五
万
円
と
二
百

三
十
四
万
八
千
円
の
水
道
⊥
事
、
そ

の
他
と
合
せ
て
四
千
六
百
万
円
で
．
鉄

筋
三
階
建
、
十
五
教
室
、
建
．
坪
数
五

百
三
坪
で
す
が
、
内
部
は
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
プ
ロ
ッ
ク
張
の
床
、
外
観
は

臼
色
で
．
化
粧
さ
れ
た
近
代
的
な
立
派

な
校
舎
で
す
。

　
尚
引
続
｛
さ
第
一
一
期
工
冨
學
が
山
ハ
月
日
†

六
曽
工
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
旧
校

舎
、
下
の
運
動
場
は
百
四
十
四
坪
近

く
現
任
地
に
移
転
を
開
始
す
る
運
び

で
あ
り
ま
す
。

地
方
税
法
改
正
に
よ
る
軽
自

動
車
税
々
率
等
の
騨
部
改
正

及
び
軽
自
動
車
税
の
申
告
に

つ
い
て

　
原
動
機
付
目
転
車
を
販
得
、
譲
渡

廃
車
し
た
八
は
、
業
者
冥
は
税
務
課

に
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
該
当
欄
記

入
、
捺
印
の
上
串
告
し
て
下
さ
い
。

　
一
、
原
動
機
付
自
転
車
を
、
販
得
し

　
た
場
合

　
納
税
申
告
書
に
記
載
捺
印
の
上
、

販
得
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
原
動
機
付
自
転
車
を
譲
渡
叉

　
は
車
体
変
更
し
た
場
合
。

変
更
申
告
書
に
記
載
捺
印
し
、
譲

渡
に
あ
っ
て
は
旧
所
有
者
、
新
所

有
看
連
名
で
十
五
日
以
内
に
申
告

し
て
下
さ
い
。

反
車
体
変
更
に
よ
り
、
総
排
気
量

が
異
っ
た
場
合
は
旧
標
識
及
び
原

動
機
付
自
転
車
標
識
交
付
．
証
朗
轡

を
返
納
し
て
下
さ
い
。

三
、
原
動
機
付
自
転
車
を
廃
車
し

た
場
合

申
告
書
に
記
載
捺
印
の
上
、
三
十

日
以
内
に
申
告
し
て
下
さ
い
．

反
、
標
識
及
び
原
動
機
付
自
転
車

標
識
交
付
証
朋
密
を
返
納
し
て
下

さ
い
．

轍馨
禽廉遡、

ソ
／
“
、
￥

岬｝
一

廿
一
一
一

、
　
』

火
に
気
を
つ
け
よ
う

　
　
　
　
空
気
が
乾
い
て
い
ま
す

置
3
言
葛
匙
呂
＝
3
■
＝
．
巳
＝
・
言
言
一
■
＝
葛
2
含
・
＝
一
易
亀
3
容
3
＝
監
監

≦五月の表情う

新緑もいつそう濃くなつて五月の太陽のもと、妻有

の野山はいまゼンマイ、ワラピと新鮮な山のさちを
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最
近
各
地
に
頻
女
と
火
災
が
発

生
、
郡
而
内
に
お
き
ま
し
て
去
る
九

日
末
明
水
沢
村
土
雨
で
十
数
軒
が
焼

失
す
る
と
い
う
大
火
が
あ
り
ま
し

た
．
ま
た
十
日
午
後
一
時
こ
ろ
下
条

に
ボ
ヤ
が
発
生
、
大
事
に
至
ら
す
消

し
止
め
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
の
油

断
か
ら
思
わ
ぬ
災
難
が
ふ
り
か
か
っ

て
き
ま
す
。
ち
か
ご
ろ
非
常
に
空
気

が
乾
燥
し
て
お
り
、
気
象
状
況
は
．
常

に
火
災
の
起
り
易
い
条
件
下
に
あ
り

ま
す
。
又
農
繁
期
に
入
り
ま
す
が
農

家
の
人
た
ち
に
は
、
特
に
野
良
へ
出

て
家
を
留
守
に
し
が
ち
で
す
か
ら
、

火
気
の
飯
扱
い
に
は
充
分
、
注
意
し
て

恐
し
い
火
串
を
出
さ
な
い
よ
う
お
互

い
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

求めてどこもかしこも大賑わい。

水
道
週
間
に

　
　
　
懸
　
賞
　
募
　
集

　
第
三
回
「
全
国
氷
道
週
間
」
は
来

る
六
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
一

週
間
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
水
道
協
会
、

で
、
次
の
よ
う
な
協
賛
企
画
を
輿
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
．
ご
協

力
願
い
ま
す
。
各
水
道
串
業
体
で
は

＝
一
＝
＝
3
＝
＝
一
＝
■
言
言
置
，
1
信
，
3
3
雷
一
＝
呈
3
3
言
＝
＝
一
＝
3
8
の
＝
9

刃
物
を
持
た
ぬ
運
動

　
　
　
　
　
　
　
第
二
回
強
調
月
間

昨
年
十
二
月
か
ら
輿
施
し
て
い
る
　
④
チ
エ
ー
ン
、
メ
リ
ケ
ン
サ
ッ
ク
、

「
刃
物
を
持
た
な
い
運
動
」
を
第
十

七
回
青
少
年
保
護
育
成
運
動
と
あ
わ

せ
て
第
二
回
強
調
月
間
が
五
月
一
ヵ

月
間
実
雁
さ
れ
て
お
り
ま
す
．
何
卒

青
少
年
に
対
し
て
刃
物
の
扱
い
方
、

反
不
用
な
刃
物
を
持
ち
歩
か
な
い
よ

う

各
塚
庭
で
も
充
分
な
ご
指
導
と
乙

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
運

動
の
対
象
と
な
る
刃
物
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
．
す
。

①
日
不
刀
、
け
ん
銃
、
あ
い
口
短
刀

　
飛
び
出
し
ナ
イ
フ
、
そ
の
他
法
令

　
に
よ
り
所
持
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

刃
物
。

②
あ
い
口
類
似
の
刃
物
で
正
当
の
理

　
由
な
く
携
帯
し
い
る
も
の
。

③
飛
び
出
し
ナ
イ
フ
（
刃
渡
り
五
・

　
五
セ
ン
チ
以
下
）
ジ
ャ
ッ
ク
ナ
イ

　
フ
等
の
刃
物
類
。

昭和35年度原水爆禁止十日剛市協議会決算書

　　　　歳　　　　　　　　　入

予算額礪額比　　較 、　　　　　口
1．会　　費 75，000

一　　　　　一

73，478 48，478 内団体5×300雷1，500円
奉：纏鵬 25，000

4，310
　　0
4，310

△25℃00
　　　0

前年地区労12，000　の収
4．維　　入

　　計

16，000

70，310

　593
78，381

15，407＆矧繍李錆000入r

作
交
、
標
語
、
図
画
、
写
真
な
ど
の

募
集
を
行
な
う
よ
う
で
嶋
す
が
、
こ
の

う
ち
か
ら
優
れ
ヒ
作
品
を
お
の
お
の

二
、
三
点
お
送
り
願
い
、
ご
れ
を
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
の
形
で
選
考
し
、
次

の
よ
う
な
賞
金
と
特
別
賞
を
贈
り
ま

す
の
で
ふ
る
っ
て
応
募
下
さ
い
。

一
、
作
交
粁
入
選
一
点
、
賞
金
一
万

　
円
、
並
び
に
厚
生
大
臣
賞
と
副
賞

　
佳
作
三
点
賞
金
お
の
お
の
二
千
円

二
、
標
語
旺
入
選
二
点
、
賞
金
お
の

　
お
の
五
千
円
、
並
ぴ
に
全
国
簡
易

　
水
道
協
議
会
会
長
賞
と
副
賞
。
佳

　
作
五
点
、
賞
金
お
の
お
の
一
千
円

三
、
図
画
“
入
選
一
点
、
賞
金
一
万

　
円
等
並
び
に
日
本
水
道
協
会
会
長

　
賞
と
副
賞
。
佳
作
三
点
、
賞
金
お

　
の
お
の
一
一
千
円

四
、
写
真
H
入
選
一
点
、
賞
金
五
千

　
円
、
並
び
に
日
本
水
道
新
聞
社
祉

　
長
賞
と
副
賞
。
佳
作
三
点
、
賞
金

　
お
の
お
の
ー
千
円

◎
応
募
締
め
切
り
は
六
月
二
十
日

　
審
査
韻
は
遇
っ
て
発
表

　
な
お
標
語
は
一
人
二
点
以
内
、
檸

交
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
～
六

枚
程
度
、
図
画
は
な
四
版
（
二
一
×

二
九
・
七
移
）
叉
は
B
四
版
，
（
五
・

七
×
三
六
・
四
麿
）
程
度
、
写
真
は

キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上
。

◎
送
付
先
“
東
京
都
交
豪
区
元
町
二

　
の
23
、
日
△
水
道
新
聞
社
全
国
水

道
週
間
係
。

出歳

記
鷺費捕

8，510円
o・818胃

揺
劉
費

会
騨
翻
伝

燕
騰

嬬酷嘩琵謹z3藷役
16・00011・353△4・647嘉

　　　　　　　　　　　平
36・600 29・410△7・1900“よ
　　　 　　　　　　　　啓
息1妻？a6500i△＆211

170，31047，9631△2！，547

き
　
　
　
　
　

議
務
轟
藷

捻
糠
好

ご
　
、

昭和36年度コチア産組このことにつ
扱移住者募集につて　　いて雇用移住

者として単独青年760人、夫婦100組、200人

を12月11日まで常時募集することになりまし

たので、移住希望者は市産業課又は所在の農

業協同組合へ申込みください。

危険物取扱い受験希望者は期限までに
主任者試験　　し込申んで下さい。受験

用紙は消防署にあります。

　
類

　
種

　
　
の

記
験

　
試

　
1

　　①　甲種危険物取扱い任主者試験

　　②乙種危険物取扱い主任者試験第1類
　　　　から第6類まで

2。試験の日時

　　　　昭和36年5月25日（日曜）午前9時30分　
で

月
蹴鱗

欝
鶴
溜

昭
よ
及
新
長
高
新
佐

　
　
　
地

　
　
　
験

　
　
　
試

　
　
　
3

校
校
校
校
校

学
学
学
学
学

等
等
中
等
中

高
高
南
高
田

訓
岡
　
津
和

明
長
城
新
佐

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

私
県
市
県
駒

差引残金30，418円翌年度に繰越

4・受験資格

　　①　甲種危険物取扱い主任者試験

　　　　消防法第！3条の3第3項に該当る者

　　②乙種危険物取扱い主任者試験
　　　　消防法第13条第4項に該当する者

5．試験科目

　　　　危険物の規制に関する総理府令第55

　　　　条に規定する科目

6．願書締切

　　　　昭和36年6弓旧（木曜日）

7．願書の宛先

　　　　新潟市学校町通り1番地新潟県総務

　　　　部消防課

8・合格の発表

　　　　8月上旬

9。その他

　　①　受験の制限

　　　　同1人で2種類を受験することは出来

　　　　ない。

　　②　受験講習の実施

　　　　新潟県危険物安全協会主催で5月下

　　　　旬以降県下4ケ所で開かれる予定で

　　　　ある。

詳細については消防署に照会して下さい。
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成

人
記
念
作

市
長
賞
に交

佐
藤
さ

本
年
度
の
成
人
八

　
昭
和
三
十
六
年
度
の
成
人
式
は
去

る
七
日
、
十
日
町
市
織
物
会
舘
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
当
日
の
成
人

該
当
者
は
男
子
三
四
三
名
、
女
子
四

七
三
名
、
計
八
一
六
名
で
村
山
十
日

町
市
長
、
樋
口
雨
議
長
ら
の
お
い
祝

の
言
葉
の
あ
と
成
人
記
念
作
交
「
生

活
の
記
録
」
の
入
選
発
表
と
爽
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
レ
ク

成
人
の

　
春
の
光
が
庭
い
っ
ば
い
に
広
が

り
、
緑
が
目
に
し
み
る
よ
う
な
陽
ざ

し
、
青
く
澄
ん
だ
限
り
な
い
空
、
胸

い
う
ぱ
い
に
故
郷
の
空
気
を
す
い
な

が
ら
、
は
る
か
彼
万
に
見
え
る
美
し

い
山
六
．
そ
の
山
に
向
っ
て
叫
び
た

い
よ
5
な
、
…
そ
し
て
両
手
い
っ
ぱ

い
に
広
げ
て
こ
の
気
持
を
風
せ
ん
に

し
て
空
の
彼
方
ま
歪
飛
ば
し
た
い
よ

う
な
気
待
で
す
。
成
人
式
を
迎
え
る

こ
の
喜
び
、
希
望
、
限
り
な
く
続
く

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
音
楽
や
舞
踊

で
有
意
義
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
が

論
翼
入
選
者
市
長
賞
一
席
の
佐
藤
交

子
さ
ん
（
袋
町
中
区
）
の
生
活
記
録

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
尚
各
賞
の
入
選

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
而
長
賞
一
席
コ
佐
藤
交
子
（
袋
町

中
区
）
▽
而
長
賞
二
席
”
風
問
栄
光

（
八
箇
長
里
）
▽
議
会
議
長
賞
一
席

“
今
井
紀
夫
（
訳
通
り
）
▽
議
食
議

長
賞
二
席
『
山
田
栄
子
（
下
条
山

際
）
▽
教
育
委
員
会
賞
一
席
“
阿
部

公
（
川
治
北
新
田
）
▽
教
育
委
員
会

賞
二
席
『
徳
永
ミ
ネ
（
関
芳
織
物
）

喜
び

人
生
の
歩
み
、
今
迄
固
く
鎖
さ
れ
て

い
た
扉
が
打
ち
寄
せ
て
来
る
飛
沫
の

よ
う
に
砕
け
て
行
く
よ
う
に
感
じ

る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
歩
も
う
と
す

る
道
を
見
つ
め
る
心
は
不
安
な
が
ら

も
、
成
人
の
歓
び
を
感
じ
て
い
る
。

私
も
今
臼
か
ら
一
人
の
成
人
と
し
て

誰
に
も
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
力
髭

い
．
そ
し
て
今
日
迄
や
さ
し
く
見
守

っ
て
下
さ
っ
た
父
や
母
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
か
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

写真は成人式会場　・＝公民舘提供5　円内は佐藤さん

ん＝
ハ
名

こ
の
姿
を
見
て
下
さ
い
。
こ
の
醤
び

を
、
希
望
を
、
何
時
迄
も
忘
れ
る
事

な
く
頑
張
り
ま
す
と
、
心
の
中
で
叫

び
た
い
。
そ
し
て
過
ぎ
去
っ
て
行
，

た
思
い
出
が
今
は
た
y
な
つ
か
し

く
、
大
き
な
喜
び
と
変
っ
で
行
く
．

さ
ま
ざ
ま
な
歓
び
も
悲
し
み
も
あ
っ

た
．

足
利
に
来
て
三
牛
目
に
な
る
。
悲
し

い
時
は
何
時
も
遠
い
ふ
る
さ
と
の
空

を
見
て
自
分
に
云
い
聞
か
せ
や
。
そ

し
て
友
に
便
り
を
し
た
．
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
慰
さ
め
ら
れ
励
ま
さ

れ
た
．
遠
い
空
ぐ
も
、
手
を
取
り
い

っ
し
ょ
に
世
の
中
の
冷
い
風
に
も
耐

え
て
前
進
し
た
。
そ
の
友
と
も
今
日

は
共
に
成
人
の
喜
び
を
語
り
合
う
事

が
出
来
た
．
想
え
ば
昨
日
の
事
が
思

い
出
と
な
。
て
今
日
の
私
を
語
っ
て

く
れ
た
。

　
　
希
望
に
燃
え
て

　
中
学
を
卒
藁
す
る
と
長
岡
の
洋
裁

学
校
に
通
っ
た
。
そ
の
頃
は
も
ち
ろ

ん
世
の
中
の
事
や
苦
労
知
ら
す
の
私

だ
っ
た
。
毎
日
の
疲
れ
も
歌
声
と
わ

ら
い
で
ふ
っ
飛
ん
で
し
ま
う
。
ど
こ

に
居
て
も
楽
し
か
っ
た
。
臼
曜
は
友

と
近
く
の
山
や
、
名
所
廻
り
し
た
。

今
想
え
ば
一
番
幸
福
だ
っ
た
．
し
か

し
、
冬
は
雷
の
為
に
汽
車
が
不
通
に

な
る
事
も
あ
っ
た
。
女
朝
五
時
に
家

を
出
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
時
も
何
度

か
あ
っ
た
。
冬
の
五
時
は
ま
だ
暗

い
。
雪
が
降
り
し
き
る
中
を
雪
ふ
み

　し

て
通
し
て
く
れ
た
母
、
そ
の
度
に

　
一
生
懸
命
勉
強
し
よ
う
、
そ
し
て
親

孝
．
行
も
し
よ
う
と
思
っ
た
。
今
考
え

て
見
る
と
あ
の
時
、
も
っ
と
や
ら
な

　
く
て
は
な
ら
な
い
亭
が
あ
っ
た
は
す

　
な
の
に
と
後
悔
す
る
。
し
か
し
幸
せ

は
続
か
な
か
っ
た
。
研
究
科
を
中
退

し
た
。
働
こ
う
、
そ
し
て
少
し
で
も

父
母
達
を
助
け
な
け
れ
ば
と
云
い
聞

か
せ
な
が
ら
第
二
の
人
牛
が
始
ま
っ

た
．
父
の
知
人
の
紹
介
で
撚
糸
会
社

に
入
祉
し
元
。
学
生
生
活
か
ら
社
会

人
に
な
る
自
分
が
嬉
し
か
っ
た
。
フ

ァ
イ
ト
と
期
待
に
胸
が
ふ
る
え
る
ほ

ど
だ
っ
た
。
働
く
気
持
、
あ
る
意
味

で
は
楽
し
い
。
働
く
姿
こ
そ
美
し
さ

を
感
じ
た
。
働
く
者
同
志
の
幸
福
の

願
い
、
友
あ
る
時
は
お
互
い
の
体
験

話
も
す
る
．
み
ん
な
働
く
者
に
と
っ

て
今
日
よ
り
朋
日
を
、
と
幸
せ
を
求

め
て
刀
強
く
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
．
青
年
学
級
に
通
い
始
め
た
の
も

働
く
中
に
希
望
と
夢
が
必
嬰
だ
、
と

云
う
事
を
深
く
感
じ
、
青
春
の
生
き

方
を
語
り
、
心
の
知
識
を
広
く
し
て

明
る
い
生
活
に
し
た
い
願
い
で
週
に

二
回
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
堕
落
し
そ

う
に
な
る
心
も
勇
気
付
け
ら
れ
た
。

同
じ
仲
間
が
孝
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

若
人
の
夢
が
は
じ
け
そ
う
に
思
え

た
。　

　
貧
困
の
嵐

　
し
か
し
、
そ
の
夢
も
苦
し
み
に
打

ち
勝
つ
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
生
活

は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
塚
庭
は
ま

る
で
、
暗
や
み
に
入
っ
て
行
く
よ
う

に
感
じ
た
。
ち
ょ
っ
と
で
も
さ
わ
る

と
今
に
も
爆
発
し
そ
う
な
暗
い
毎
日

で
不
安
の
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
，

た
．
店
も
さ
び
れ
父
は
常
便
を
し
な

が
ら
も
「
気
持
だ
け
は
常
便
に
な
っ

て
は
だ
め
だ
。
み
ん
な
貧
乏
に
負
け

な
い
で
頑
張
ろ
う
」
と
何
時
も
言
っ

て
い
た
。
弟
や
妹
達
も
学
校
か
ら
帰

れ
ば
父
に
手
伝
っ
た
。
み
ん
な
苦
し

　
み
に
負
け
ま
い
と
励
ま
し
合
い
な
が

中
の
き
び
し
さ
、
一
秒
の
す
き
も
な

い
今
の
現
状
、
牛
き
る
事
の
難
し
さ

を
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
爺
の

秋
、
足
利
の
親
戚
の
家
で
働
く
話
が

急
激
に
決
っ
た
。
十
月
七
日
・
散
郷

を
後
に
今
迄
と
は
打
っ
て
変
っ
た
生

活
が
私
を
待
っ
て
い
た
。
仕
嶺
の
期

待
と
夢
が
広
が
っ
で
ゅ
く
様
に
力
強

い
も
の
が
あ
っ
た
の
し
か
し
遠
く
離

れ
て
み
る
と
父
や
母
が
言
っ
て
い
た

一
言
一
言
が
な
つ
か
し
く
淋
し
い
も

の
だ
っ
た
。
仕
事
を
し
て
も
あ
の
淋

し
そ
う
な
弟
や
妹
の
顔
が
目
に
見
え

る
よ
う
で
頭
か
ら
は
な
れ
な
い
。
三

十
三
年
も
暮
れ
る
頃
、
家
が
破
産
と

い
つ
大
き
な
運
命
の
曲
り
角
に
立
た

さ
れ
た
。
破
産
、
と
聞
い
た
時
は
信

じ
ら
れ
な
い
気
持
も
つ
か
の
間
、
ま

る
で
積
み
重
ね
た
石
が
目
の
前
で
音

を
∬
て
て
崩
れ
て
行
く
様
に
思
え

た
。
十
年
間
住
み
な
れ
た
我
尿
も

　
”
あ
ノ
と
云
う
聞
に
崩
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。
皆
ん
な
ど
ん
な
に
失
望

し
悲
し
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
、

と
思
う
と
今
に
も
飛
ん
で
帰
っ
て
力

づ
け
て
や
り
た
い
。
貧
苦
に
あ
え
い

だ
者
こ
・
て
人
以
上
に
努
力
し
、
助
け

合
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
、
も
う
二
度

と
立
ち
上
が
る
事
は
出
来
な
い
。
頑

張
ろ
う
。
と
新
た
な
希
望
が
広
が
っ

て
行
く
よ
う
に
感
じ
た
．
そ
の
後
、

何
ヵ
月
ぶ
り
か
で
帰
省
し
た
。

　
強
く
生
き
よ
・
つ

　
な
つ
か
し
い
母
の
顔
、
母
の
胸
で

思
い
き
り
泣
き
た
か
っ
た
。
「
良
く

来
た
ネ
。
皆
ん
な
待
っ
て
い
た
よ
」

と
涙
を
流
し
て
迎
え
て
く
れ
た
。
嬉

し
い
の
か
、
悲
し
い
の
か
訳
も
わ
か

ら
ぬ
感
情
に
お
そ
わ
れ
て
た
だ
た
だ

な
つ
か
し
い
。
積
り
積
っ
た
話
に
花

が
朕
い
た
。
そ
し
て
重
苦
し
い
心
は

解
消
さ
れ
た
。
以
前
の
よ
う
に
暗
い

影
は
一
つ
も
な
い
。
か
え
っ
て
明
る

い
家
庭
と
変
う
て
い
た
の
で
す
。
良

か
っ
た
．
や
は
り
焦
き
て
居
る
事
は

素
晴
し
い
こ
と
だ
．
貧
し
い
な
が
ら

も
楽
し
い
我
が
塚
は
い
り
も
笑
い
が

耐
え
な
い
．
こ
れ
で
い
い
の
だ
。
金

が
な
く
と
も
こ
の
愛
の
喜
び
は
何
よ

り
も
尊
い
も
の
だ
っ
た
の
6
す
。
お

正
月
休
み
も
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
て
上

京
し
て
き
た
私
で
し
た
。
そ
し
て
今

日
迄
二
年
間
、
ミ
シ
ン
を
踏
み
な
が

ら
も
生
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
．
苦
し
か
っ
た
あ
の
頃
、
し
か
し

そ
の
苦
労
は
良
き
体
験
と
な
っ
っ
て

こ
れ
か
ら
の
私
を
刀
強
く
し
て
く
れ

る
様
に
思
う
の
で
す
。
ど
ん
な
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
も
打
ち
勝
っ
て
行
け

る
心
が
ま
え
で
前
進
し
て
行
き
た

い
．
こ
れ
か
ら
先
に
は
も
っ
と
も
っ

か
．
難
関
が
待
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
私
は
負
け
な
い
。
一
歩
一

歩
ふ
み
し
め
て
努
力
し
て
行
き
た
い

ら
働
い
た
。
暗
く
な
り
が
ち
な
牛
活

を
明
る
く
し
な
け
れ
ば
、
…
と
そ
れ

だ
け
が
望
み
だ
っ
た
。
二
年
前
迄
は

な
に
不
自
田
な
い
生
活
だ
っ
た
の

に
、
運
命
の
い
た
す
ら
か
、
今
は
心

迄
も
貧
し
く
な
っ
て
ゆ
く
自
分
を
ど

う
す
る
事
も
出
来
な
い
悲
し
い
気
持

に
、
何
の
為
に
生
き
て
居
る
の
か
わ

か
ら
な
く
な
る
時
も
あ
っ
た
。
撹
の

マ
イ
マ
イ
ガ
を
駆
除
し
よ
う

　
マ
イ
マ
イ
ガ
は
昭
和
三
十
四
年
三

十
五
年
の
両
年
に
亘
り
、
新
潟
県
全

域
に
に
異
常
発
生
し
昨
年
度
は
津
南

町
を
中
心
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
森
林

は
も
と
よ
り
農
作
物
に
も
及
び
そ
の

と
い
う
考
え
に
立
ち
、
た
て
に
よ
こ

に
緊
密
な
連
携
を
保
ち
無
理
の
な
い

施
策
の
も
と
に
指
導
に
当
っ
て
い

る
。
し
か
し
年
齢
の
差
も
あ
り
目
発

活
動
等
に
お
い
て
や
＼
円
滑
を
欠
く

点
も
な
き
に
し
も
あ
ら
す
、
今
ま
で

の
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
男
割
作
業

道
路
校
庭
の
清
掃
等
は
小
中
一
体
で

や
る
が
、
，
各
種
行
亭
の
企
画
、
役
割

等
は
中
学
生
が
リ
ー
ド
す
る
様
に
な

る
。
何
と
い
っ
て
も
小
規
模
な
の
で

被
害
は
全
域
に
わ
た
り
甚
大
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
．
本
年
度
は
当
市

に
も
相
当
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
す

で
に
各
地
域
に
幼
虫
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
早
期
駆
除
が
必
要
で
す
。

さ
っ
て
い
る
問
題
た
あ
り
、
そ
の
計

画
、
指
導
、
整
理
記
録
等
女
に
最
大

の
努
力
を
払
う
て
い
る
。
教
胃
課
程

に
つ
い
て
は
、
昨
年
社
会
科
、
理
科

等
数
学
の
教
科
に
つ
い
て
、
交
部
省

の
計
画
例
を
参
考
に
し
て
当
校
の
プ

ラ
ン
を
立
て
鍵
施
し
て
見
た
が
、
一

年
間
の
見
通
し
の
上
か
ら
結
果
を
反

省
し
て
見
る
時
な
お
今
後
研
究
を
要

す
る
個
所
や
改
割
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
こ
の
面
は

農
繁
期
を
こ
ん
な

注
意
で
切
抜
け
ま
し
ょ
う

　
一
年
で
一
番
忙
し
い
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
農
繁
期
を
き
り
抜
け

る
た
め
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
重
幾

で
す
。

①
作
藁
の
計
画
を
た
て
る

　
田
植
え
の
日
販
り
を
先
ず
き
め
る

こ
と
。
こ
れ
は
す
で
に
苗
代
期
に

そ
の
計
画
が
た
っ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
種
ま
き
し
て
か
ら
三
十
五
日
～

四
十
日
目
が
田
植
の
適
期
で
す
か
ら

家
族
で
話
合
っ
た
う
え
田
植
え
の
中

心
出
を
き
め
、
そ
の
前
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
代
掻
き
、
施
肥
、
畦
取

等
の
目
程
計
画
を
き
め
て
、
み
ん
な

で
そ
の
留
圃
を
実
施
す
る
た
め
に
努

力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

②
資
材
を
一
応
点
検
し
ま
し
ょ
う

　
肥
料
を
ま
く
時
期
に
な
っ
て
予
定

の
肥
料
が
な
か
っ
た
り
、
田
植
わ
く

が
い
た
ん
で
い
た
り
し
た
の
で
は
、

て
い
る
。

　
職
儲
は
毎
日
起
床
時
刻
の
ベ
ル
か

ら
ダ
食
時
ま
で
一
日
中
時
間
的
に
整

然
と
動
い
て
い
る
。
住
宅
が
与
え
ら

れ
四
六
時
申
学
校
の
構
内
に
同
居
し

て
い
る
の
で
、
お
互
の
連
絡
も
簡
単

に
出
来
全
目
九
人
が
同
一
塚
族
の
様

に
心
易
く
牛
活
出
来
る
の
は
ま
こ
と

に
結
構
な
亭
で
、
あ
る
。
明
日
の
指
導

の
計
画
を
た
て
る
に
も
、
今
日
の
仕

事
の
反
省
を
す
る
に
も
、
夜
と
も
な

れ
ば
、
ま
こ
と
に
話
が
早
い
。
指
導

上
の
間
題
点
に
つ
い
て
は
話
し
合
っ

た
り
、
甲
論
乙
ば
く
教
育
研
究
に
花

が
咲
い
た
り
、
時
に
は
休
日
の
ハ
イ

キ
ン
グ
の
計
画
が
．
昔
の
苦
心
話
や

失
敗
談
も
出
る
。
和
や
か
な
風
景
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
所
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
及

　
　
　
　
　
　
　
　
匿

作
業
の
計
画
が
次
六
に
狂
っ
て
来
ま

す
。
そ
の
他
い
ろ
く
の
資
材
に
つ

い
て
も
う
一
度
点
検
し
、
忙
し
い
盛

り
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
今
か
ら
準

備
す
べ
き
も
の
は
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

③
用
水
路
等
は
完
全
に

　
田
植
え
の
最
中
に
大
雨
が
降
っ
た

り
、
水
不
足
が
起
っ
た
り
し
て
、
植

え
た
苗
が
完
全
に
活
着
し
な
い
こ
と

が
往
々
に
あ
り
ま
す
。
水
路
は
完
全

に
し
て
、
水
害
や
阜
ば
つ
の
被
害
を

極
力
さ
け
る
よ
う
に
今
か
ら
直
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
．
す
。

　
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

ヨ
ら
か
じ
め
定
植
さ
れ
る
も
の
は
や
っ

が
間
に
合
わ
ぬ
場
合
も
あ
る
の
で
、

い
つ
で
も
定
植
出
来
る
よ
う
不
畑
の

準
備
を
お
や
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

追
肥
や
中
耕
な
ど
も
や
、
早
目
に
や

っ
て
お
く
こ
と
も
一
方
法
で
す
．

⑤
病
害
虫
も
続
い
て
発
生
し
て
来
ま

　
す

　
田
植
え
を
お
え
て
ホ
ッ
と
し
て
い

る
間
に
病
気
や
虫
に
や
ら
れ
易
、
い
も

の
で
す
．
あ
ら
か
じ
め
農
協
か
ら
農

薬
を
買
っ
て
お
い
て
、
直
ち
に
防
除

出
来
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
稲
の
イ
モ
チ
用
の
水
銀
剤
、

馬
鈴
薯
疫
病
用
の
飼
製
剤
な
と
是
非

今
か
ら
備
え
て
下
さ
い
．

　
馬
鈴
署
の
疫
病
は
花
の
咲
く
時
期

か
ら
侵
入
が
始
ま
り
ま
す
し
、
稲
の

イ
モ
チ
は
、
厚
ま
き
の
苗
代
か
ら
始

ま
る
の
が
穴
部
分
で
す
．

⑥
八
間
の
栄
養
こ
そ
特
に
大
切

　
農
繁
期
に
働
き
手
が
一
人
か
け
て

も
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
日

の
過
労
の
積
み
重
ね
が
、
病
気
の
原

因
と
な
り
、
農
繁
期
や
そ
の
後
に
グ

ン
と
病
人
や
入
院
患
者
が
多
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
忙
し
さ
に
ま

ぎ
れ
て
粗
食
に
な
り
勝
ち
で
す
。
今

か
ら
心
が
け
て
、
動
吻
質
の
蛋
臼

　
（
卵
や
肉
）
油
物
を
つ
か
っ
た
、
オ

カ
ズ
な
ど
を
食
べ
て
栄
養
を
つ
け
て

お
き
ま
し
よ
う
．
農
繁
期
に
は
、
カ

　
ン
ズ
メ
な
ど
を
利
用
す
る
の
も
一
方

法
で
す
。

　
　
な
お
、
体
の
具
合
が
．
悪
い
こ
と
に

　
気
付
い
た
ら
半
日
位
の
暇
を
さ
い
て

　
医
師
の
診
断
を
受
け
た
い
も
の
で
す

　
か
ま
わ
な
い
で
い
る
う
ち
に
、
駁
り

　
返
し
の
つ
か
ぬ
こ
と
に
な
り
か
ね
な

④
畑
作
物
の
管
理
を
前
も
っ
て
輝
備

　
疏
粟
や
畑
作
物
の
定
植
と
田
植
え

カ
ぶ
つ
か
り
や
す
い
も
の
で
す
。
あ

て
お
く
こ
と
が
よ
い
の
で
す
が
、
苗

心
と
し
て
地
域
の
建
設
発
展
を
考
え

て
い
ら
れ
る
事
は
、
学
校
の
大
き
な

ブ
ラ
ス
で
あ
り
芋
供
達
の
真
の
幸
福

の
基
因
で
あ
る
。

　
大
池
よ
い
と
こ
ろ
、
春
は
も
え
る

新
芽
に
残
雪
を
写
し
ご
山
菜
の
香
り

も
高
く
、
夏
は
緑
の
杉
木
立
や
大
樺

の
影
を
お
と
し
て
、
小
波
豆
つ
水
面

に
い
と
も
静
か
に
釣
糸
を
た
れ
る
大

公
望
、
笠
の
上
に
と
ん
ぼ
が
止
っ
た

い
も
の
で
す
。

　
疲
労
を
最
小
限
度
に
と
y
め
る
た

め
に
は
、
早
起
き
早
寝
で
す
．
タ
方

お
そ
く
ま
で
仕
串
を
し
て
い
る
こ
と

が
一
番
つ
か
れ
る
も
の
で
す
．
阜
目

に
仕
事
を
切
り
あ
げ
て
、
早
寝
し
て

グ
ッ
ス
リ
眠
る
こ
と
が
、
体
の
た
め

に
よ
い
こ
と
で
す
。

⑦
家
畜
の
栄
養
も
忘
れ
す
に

　
「
牛
馬
の
如
く
使
う
」
と
い
う
言

葉
は
こ
＼
で
は
農
繁
期
の
こ
と
で
し

よ
う
。
自
分
の
手
順
が
悪
い
た
め
に

作
業
が
聞
に
合
わ
ぬ
．
そ
こ
で
牛
馬

を
無
理
づ
か
い
し
た
が
る
も
の
で

す
。
牛
馬
に
も
歴
情
を
”
栄
養
あ
る

飼
料
と
、
滑
潔
な
宰
入
を
や
る
こ
と

が
、
牛
馬
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
い

有
難
い
こ
と
で
す
．
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こ
ろ
が
あ
る
が
ヤ
　
あ
　
　
に
　
ピ

。
つ
　
　
な
よ
い
要
持
深
る
・
そ
し
て

貧
　
　
騨
縫
る
ま
で
実
に
ょ
く
動
労

　
　
◎
　
　
小
養
人
・
霧
三
人
の
教
師

幕
　

韓
籍
鞍

十
日
町
市
街
地
か
ら
田
川
に
沿
，
　
動
に
い
そ
し
ん
で
い
る
が
、
へ
き
地

て
東
へ
向
い
曲
り
く
ね
っ
た
だ
ら
だ
　
二
級
地
の
格
付
け
の
通
り
、
学
校
経

ら
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、
六
～
ば
か
　
営
に
、
指
導
に
、
渉
外
に
、
ま
た
私

り
の
と
こ
ろ
に
満
女
と
青
い
水
を
た
　
生
活
に
も
、
種
六
な
面
に
卑
場
に
見

た
え
そ
よ
風
に
さ
ざ
波
の
立
つ
大
き
　
ら
れ
な
い
想
像
も
出
来
な
い
幾
多
の

な
池
が
あ
る
、
そ
の
北
側
の
は
と
り
　
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
し

に
あ
る
の
が
大
池
小
学
校
で
あ
る
．
　
か
し
こ
の
困
難
な
条
件
の
中
に
も
、

小
学
生
八
十
八
人
と
中
学
生
五
十
人
　
恵
ま
れ
な
い
子
供
達
を
出
来
る
だ
け

が
同
居
し
で
平
和
に
静
か
に
勉
学
に
　
幸
福
に
し
て
や
り
た
い
と
の
念
願
で

い
そ
し
ん
で
い
る
．
校
舎
の
ま
わ
り
　
教
師
達
は
敢
然
あ
ら
ゆ
る
障
害
や
苦

に
点
女
と
あ
る
杉
太
立
や
山
の
緑
に
　
悩
と
闘
い
乍
ら
た
＞
一
牛
懸
命
に
や
、

囲
ま
れ
二
年
中
林
間
学
校
の
様
な
　
っ
て
い
る
。
教
育
の
仕
事
は
我
等
に
ノ

も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
与
え
ら
れ
た
便
命
で
あ
る
．
生
涯
の

　
平
供
達
も
部
落
を
あ
げ
て
雨
街
地
　
命
を
懸
け
て
子
供
の
幸
福
の
た
め
に

と
の
交
流
が
密
な
の
で
、
そ
れ
に
つ
　
尽
し
て
こ
そ
隼
甲
斐
が
あ
る
ー
と
。

れ
て
町
の
空
気
を
十
分
吸
い
、
町
の
　
　
毎
日
の
仕
事
し
あ
る
教
育
活
動
の

祭
り
と
も
な
れ
は
家
八
に
連
れ
ら
れ
　
中
か
ら
二
、
三
ひ
ろ
っ
て
見
る
と
、

て
出
掛
け
る
な
ど
、
山
地
の
条
件
に
　
先
づ
生
活
指
導
面
で
は
、
各
学
級
と

比
し
て
割
合
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
　
し
て
は
複
式
編
成
の
長
所
を
生
か

も
あ
る
。
生
活
は
一
般
に
じ
み
で
あ
　
し
、
学
校
全
体
と
し
て
は
小
中
一
体

り
盤
質
は
素
朴
で
行
動
面
に
重
い
と
　
化
を
図
り
大
池
校
は
九
ヵ
年
で
あ
る

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
経
営

　
　
　
　
“
大
池
小
学
校
H

命
令
系
統
は
ま
こ
と
に
よ
く
徹
底
す

る
。

　
学
習
指
導
で
は
、
複
式
の
次
点
を

補
う
こ
と
と
そ
の
長
所
を
生
か
す
事

に
重
点
を
お
き
、
学
習
能
率
の
向
上

を
図
る
。
同
時
同
題
材
指
導
の
形
式

を
と
っ
て
い
る
が
、
複
式
編
成
と
い

う
困
難
な
る
条
件
の
も
と
に
、
い
か

に
し
て
効
果
的
な
学
習
を
進
め
る
か

と
い
う
事
は
、
指
導
の
教
師
は
勿
論

全
職
員
の
脳
裏
に
何
時
も
覆
い
か
ぶ

本
年
度
の
重
、
袈
な
る
実
践
的
研
究
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
．

複
式
褥
藥
は
計
画
立
案
に
特
に
細
か

い
配
慮
が
必
要
∈
あ
る
が
、
当
校
で

は
小
中
の
関
係
通
学
距
離
の
差
等
は

相
当
合
理
性
を
考
え
な
い
と
円
滑
に

運
ば
な
い
．

　
各
種
の
行
事
は
有
意
義
能
率
的
に

処
理
し
．
隼
活
と
道
徳
等
各
領
域
は

重
点
に
徹
底
を
図
り
、
学
習
活
動
の

能
率
化
と
同
上
を
目
指
し
て
努
力
し

　
以
上
の
様
な
教
育
的
条
件
の
下

で
、
学
校
経
営
の
在
り
方
と
し
て
は

地
域
ぐ
る
み
の
進
み
方
で
、
先
す
心

構
え
と
し
て
は
第
一
に
条
件
に
適
応

す
る
こ
と
、
第
二
に
時
代
の
変
化
傾

向
の
移
り
変
り
と
相
侯
っ
て
機
を
逸

せ
す
改
善
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
．
学
区
の
人
達
も
よ
く
学
校
に

協
力
的
で
、
あ
り
、
学
校
教
育
全
般
に

亘
っ
て
援
助
を
惜
し
ま
す
学
校
を
甲

り
は
な
れ
た
り
、
一
心
に
見
つ
め
る

浮
子
が
び
ょ
こ
ん
ぴ
ょ
こ
ん
浮
き
つ

沈
み
つ
全
く
長
閉
な
風
景
で
あ
る
。

時
に
は
ダ
豆
の
後
等
鮒
の
群
が
お
し

よ
せ
バ
ケ
ッ
を
総
動
員
し
て
手
で
す

く
い
上
げ
る
壮
快
な
場
面
も
あ
る
。

秋
は
全
山
紅
葉
の
中
に
涼
風
に
乗
っ

て
散
策
に
釣
に
、
冬
は
ス
キ
ー
と
ま

こ
と
に
よ
い
と
こ
ろ
、
是
非
是
非
。大池小体育舘


